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論文内容の要旨
ß-Mnは反強磁性に近い常磁性物質と考えられる数少い例であるが，この金属にある種の不純物元
素を添加すると反強磁性干刻字を示すようになる。つまり合金の磁性は不純物元素の種類と添加量に応
じて常磁性状態から反強磁性状態まで連続的に変化する。このとき磁気モーメントを発生させ内部磁
場を生じさせる要因は何かを可能な限り広い範囲にわたり，系統的，定量的に調べた。すなわち内部
磁場は個々の不純物元素の種類によることなく，非遷移元素合金では格子定数の変化，遷移元素合金
では格子定数と d 電子数の変化だけで決定されることがわかった。
また金属及び合金のスピン格子緩和時間 Tt の温度依存性を調べたところ通常の金属に見られるコリ
ンハ形の緩和 (TtT=一定， T: 温度)ではなく，守谷理論の予測 (TtVT=一定， T)>TN など)に
従う。つまりスピンのゆらぎの効果が強くβ-Mnの緩和にあらわれていることがわかった。|
合金のものふるまいは電子間の相互作用及びフェルミ面の状態密度の変化を反映しているものとし
て説明される。なわTt-tのピークから求めたネール温度も合金の格子定数と d電子数に依存すること
が認められ，かっその関係から純β-Mnのネール温度を求めると，ほぼOK となり 磁性一非磁性の
境界線のごく近傍にβ-Mn金属が位置しているものと言える。
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論文の審査結果の要旨
β-Mnは金属はそれ自身は低温まで反強磁性にはならないが，限界に近く，ある種の不純物を僅か
加えることによって反強磁性になる。片山君は可能な限りの不純物を加えた合金を作り， NMRの方
法を用いて組織的に磁化発生の機構を調べた。その結果非遷移元素不純物のときはその添加によって
生じた格子定数の変化分が不純物の種類によらず磁気モーメントを決定することが判った。遷移金属
不純物のときは格子定数の変化と d 電子数の変化によるものが加算的に働いていることを明かにした。
更にスピン格手緩和時間を測定して弱い反強磁性金属のスピンのゆらぎを取り入れた最近の守谷の理
論を支持する結果を示した。以上のように片山君の本論文はβ-Mn合金の弱い反強磁性について新し
い重要な知見を得たものであり博士論文として価値あるものと認められる。
。。司
i
qδ 
